

















ゎれました」というような訴えも多くなってきた。   
例えば，   
1）これを持ってってください。  
と言われて，渡された物な待ったままでじっと待っていたとか，大学の事務室  
へ奨学金を受け取りに行ったら，   
2）奨学金の支給日は今日じゃないんですよ。  




た，日本人の友人に   
4）何を勉強していますか。   
5）宿題はいつまでにやらなけれはなりませんか。  
のように授業で習った通りに話しかけたら，変な顔をされたり笑われたりした  
というのである。   
これらの例に見られるように，日本人の話しことばに接した学習者がぶつか  
る問題の一つに縮約という現象がある。日本語教育における縮約形の扱いには，   
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二つの立場が並存している（〃。一つは縮船形を教えないという立場で，その理  
由としては，  
（ヨ インフォーマルな場面で使う形である   
② 文法的な形を優先させるべきである   
③ 慣れれば分かってくる  
などがあげられている。一方，   
① フォーマルな場面で使う縮約形もある   
② 文法よりもコミュ＝ケーションを優先させるべきである   
⑨ 文法的な形と関連させながら縮約形を教えることも可能である   
④ 慣れるのを待つのでは時間がかかりすぎる  
などの理由から，ある種猿の縮約形は積極的に数えようという立場もある。   
日本語の教科毒で縮約形を構極的に取り入れているものほ少ないが，そのい  
くつかの教科書を見ると，   
① インフォーマルな場面において  
または，  












2．1生 資 料   
観察の対象としたのは，次の4つのテレビ番組と9つのラジオ番鼠である。  
かっこ内は，放送局，放送年月日，番組に登場した話し手の人数，それに番組  
名の略称である。   
話しことばにおける縮約形と日本語教育への応用   
〔1〕『徽子の部屋』（テレビ朝日 62年5月8日 2人『徹子1』）   
〔2〕『徹子の部屋』（テレビ朝日 62年5月12日 2人『敏子2』）   
〔3〕『すばらしき仲間』（TBSテレビ 62年5月17日 3人『仲間1』）   
〔4〕『すばらしき仲間』（T】∋Sテレビ 62年5月以日14人『仲間2』）   
〔5〕『子供と教育電話相談』（NHKラジオ 62年5月8日 7人『教育  
1』）   
〔6〕『子供と教育電話相談』（NHKラジオ 62年5月12日 7人『教育  
2』）   
〔7〕『子供と教育電話相談』（NHKラジオ 62年5月14日 5人『教育  
3』）   
〔8〕『全国自然情報 昆虫の話』（NHKラジオ 62年6月2日 2人  
『昆虫』）   
〔9〕『全国自然情報 彼の話』（NHKラジオ 62年6月3日 2人『波』）   
〔10〕『全国自然情報 鳥の話』（NHKラジオ 62年6月4日 3人『鳥』）   
〔11〕『植物ごよみ』（NHKラジオ 62年6月6日 2人『植物』）   
〔12〕『朝のティータイム ガラスの話』（NHKラジオ 62年6月6日  
2人『ガラス』）   
〔13〕『スポーツ情報』（NHKラジオ 62年6月6日 3人『スポーツ』）   
観察の対象となった話し手は52人で（4），そのうちわけは次の通りである。   
（D 性別 男：31人 女：21人  
◎ 年齢10代：1人（女1） 20代：6人（男4 女2） 30代：14人  
（男6 女8） 40代：15人（男9 女6） 50代：9人（男6 女  
3） 60代：5人（男4 女1） 70代：2人（男2）  








し番号」は一番組の中でその文が何番日に出てきたかを表す番号である。「会   









よく御存知の今日のお客様。まだ撮影には入っていないんですけど，   








話し手 ：黒柳徹子  
文  ：まあよくいらして下さいました。  
カード2  




話し手 ：黒柳徹子  
文  ：まあトラさんのおいちゃんで，皆様よく御存知の今日のお客  
様。   
話しことばにおける縮約形と日本語教育への応用  
カード3  




話し手 ：黒柳徹子  
文  ：まだ撮影には入っていないんですけど、夏のトラさんに入る  
もう皆さん2か月くらい前から体調作りですって？  
カード4  




話し手 ：下条正巳  
文  ：そうなんですよ。  
カード5  




話し手 ：下条正巳  
文  ：健康でないとだめなんでね。   
このような形式で13番組をカード化した結果，4，675枚のカードができた。  
2．3 検  索   
締約形とそれに対応するもとの形（これを「原形」ということにする）につ  
いて，『忍者2』を用いてカードを検索し，原カ「ドファイルから条件を満た  
すカードを抽出して，そのカード群で新しいファイルを作成した。   
例えば「動詞のテ形＋補助動詞イク」の縮約形「テク」について検索すると，   




るのは例えば，   
6）2，3歩出ただけでまたお店に帰っ三⊥るから。（『徹子1』）  
のようなカードである。次に，新しくできたファイルのすべてのカードのキー  




形の実態が明かになってくる。   
このような方法で上記の番組に現れた縮約形とその原形を検索したのである  
が，本稿で観察の対象とした縮約形は，  
（∋ 個人的でない  
（卦 一時的でない   





3．「ノ」＞「ン」   
3．1「／デス」＞「ソデス」   
初級日本語の教科書には次のような「ノ」が提出されている。   
7）わたしはにほんご里せんせいです。（『日本語初歩』1課）   





11）のような「ノ」は話しことばでは「ン」になることが多い。   
資料の中で最も使用率が高かった縮約形は，11）のような用法の「ノ」の縮   
話しことばにおける縮約形と日本語教育への応用   
表1資料に現れた「ソ」と「ノ」の用例敷くの   
105 
＼ ＼縮約形と原形  
後続形式－、   こ／一   ノー・   計   
－デス   1，024   17   1，041   
一ダ   97   3   100   
－デハナイ   10   11   
－ジャナイ   45   0   45   
計   1，197例  1，167例 （98′％）   30例 （2％）   （1（沿％）  









13）東西交流史ってゆうのをやってたんですね。（『ガラス』）   
「ノ」より「ソ」が多いということと同時に，「デス」の後に「ケレド」「ネ」  
「ヨ」「ガ」などの続く用例が多いというところにも話しことばの特徴が見ら  
れる。同様のことほ「ンダ」の97例にも見られ 使用数の多い方から「ンダケ  
ドネ」（例14））「ンダネ」「ソダヨネ」となっている。  









16）歯が痛いのです。（同上24課）   











半数以上の26例が「キンデスカラ」という形で使用されている。   
「モノデス」は日本語の教科書では中級で提出されるのが一般的で，次のよ  
うな例文が出ている。  












表2 資料に現れた「モソ」と「モノ」の用例数   
話しことばにおける縮約形と日本語教育への応用  
3，3「ノデ」＞「ンデ」   
接続助詞の「ノデ」ほ話しことばでは「ソデ」になることがあるが，資料で  
は「ノデ」54例に対して「ンデ」ほ73例（58％）で，例えば20）のように使わ  
れている。   
20）人工芝を敷いてあるということです左竺，まあころんでも大丈夫ではな  


















ダ」（＜「ナルノダ」）が各1例ずつで，例えば21）のように使われている。   
21）台所入ってね、自分で勝手に作ムですよ。（『仲間2』）   
形式名詞「モノ」が助詞化して文末に使われることがあり，これは主に女性  
が使うと言われているが，資料に出てきたのは22）の例1つだけで話し手は男  




の男性3人が鳥について話し合っている場面に出てきたものである。   
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普通名詞の「モノ」も   
23）だから死骸とかって越しか。（『仲間1』）  
のように「モソ」になることもあるが，「▼モノ」に比べて使用率は低く，資料  





4．「デハ」＞「ジャ」   
初級日本語の教科書には次のような「デハ」が提出されている。   
別）わたしはフランスじん二旦廷ありません。（『日本語初歩』1課）   
25）ヱ埋，しつれいします。（同上14誅）   
26）それ三廷，大きいのを三木ください。（同上6誅）  
上の例のどの「デハ」も話しことばでは「ジャ」になることが多い。実態は表  




ているという点である。   
日本語教育では多くの場合第1課で「～デハアリマセン」が導入され，以後  
表3 資料に現れた「ジャ」と「デハ」の用例教  
、、＼＼＼締約形と原形 接続形式、、、、  ジャ  デハ   計   
文  頭   29   5   34   




－アリマセソ   †∴十   
計   39例   
Ⅷ  十∴壬＋十∴い    172例    211例   （82タi）  （18％）  （l（氾％）  
話しことばにおける縮約形と日本語教育への応用  
ずっとこの形が使われる。最近出版された初級の日本語教科書には「～ジャア  












5．1「～テイル」＞「～テル」   
初級の日本語教科書には次のような「～テイル」が提出されている。   
27）雨がふっています。（『日本語初歩』16課）   





表4 「動詞のテ形＋イル」の縮約形と原形の用例教  
、轡形  ′－テー   ～ティー   計   
一／レ  392  138  530  
ーマス  79  9  88  
ーラッシャイマス  37  29  66   
計   508例  176例  684例   （74％）  （26％）  （1（札％）  
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「～テル」は他の縮約形と比べて，使用数においては508例で「ソ」に次い  
で多く，使用率においても74％で3番目に高い。30）31）はその用例である。   
30）グラススキーのゲレンデができ三旦ようですねえ。（『スポーツ』）   
31）電源は主にその電池を使っエ整わけです。（『波』）   
日本語教育では，29）のような結果の状願を表す「～テイル」は次のように  
「～チアル」と比較しながら教えられることが多い。   













う。   









の説明が必要になろう。   
説明とともに次のような練習が考えられるが，学習者が締約形を使うような  
練習は必要ない。   
話しことばにおける縮約形と8本語教育への応用   
35）教 師：食べちゃう  
学習者：食べてしまう  
教 師：飲んじゃう  
学習者：飲んでしまう  
5．3「～テイク」＞「～テク」   
「動詞のテ形＋イク」について資料を見ると，「～テイク」鋸例に対して，  
縮約形「～テク」は19例で，例えば36）37）のような用例がある。   
36）あれ自然になくなっ二！iもんじゃないんですか。（『鳥』）   
37）“Z”から破い三ユをのね。（『徹子1』）   
「テク」の19例は全用例83例の23％で，この用例数と使用率なら日本語教育  
で特に取り上げる必要はなかろうが，生の音声教材などに現れた場合には聞き  









表5「～テクル」と「～テイク」（原形，縮約形）の対照表   
基本形 ＼ 活用形＼＼  ～テクル   
一マス   ～テキマス   
－タ   ′－テキタ   
－ナイ   ～テコナイ   
－ウ   ～テコヨウ   
■′   ～テクレパ   
～テイク  
～テイク  r  ～テク  
′－ティキマス  
′～ティッタ  ー・テック  
～テカナイ   ～テイカナイ  
～ティコウ  
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5．4「～テオク」＞「～トク」   
「動詞のテ形＋オク」について資料を見ると，全用例数は25例で，そのうち  
縮約形「～トク」は13例（52％）で，例えば38）のように使われている。   





5．5「動詞のテ形＋補助動詞のテ形＋補助動詞」の締約形   
「動詞のテ形＋補助動詞」のうち「～テシマウ」と「～テイク」はそのテ形の   
後にさらに補助動詞を取ることができる。例えば，「持ッテイク」のテ形に  









例であった。   
39）普通の病院じゃないから（ええ），胸の方だから（はあ）．あんまり小さ  
表6「～テシマッチ／～ティッテ＋補助動詞」の縮約形   
話しことばにおける縮約形と日本語教育への応用  113 










6．1「～ケレバ」の縮約形   
助動詞の「ナイ」または形容詞に「バ」が付いた「～ケレノミ」は，話しこと  
ばでほ次の例のように「～ケリャ」または「～キャ」の形で使われることがあ  
る。   
彪）近吐旦旦行くけどね。   




ナキャ」で，他の形容詞の例はなかった。44）45）46）は資料中の用例である。   
44）それは帰らな皇旦いけないわけでしょ。（『鳥』）   
45）あのちょっとこう日を見な旦皇芝居できないのでね。（『徹子1』）   
46）種として生き残らな吐且旦ならない。（『仲間1』）   
一般に，「ナイ」以外の形容詞ほ話しことばでもあまり縮約形にはならず．  




キャ」ではなく「～シケリャ」が普通である。   
助動詞の「ナイ」または形容詞に「パ」の付いた「～ケレノミ」は日本語教育  
では初級の後半に捷出されるが，上のような観察結果ヤー般の傾向を見ると，   













である。資料では48）49）のように使われていた。   
48）ほめ旦互いいんですよ。（『教育2』）   
49）ごめんなさいって言ってお旦旦ね先生は喜ぶんだっていうふうな処世法  
を身につけるっていうことはあんまりいいことじゃないですね。（『教育  




表7「動詞＋パ」の縮約形   
話しことばにおける縮約形と日本語教育への応用  
7．「～テハ」の縮約形  
7．1「～クテハ」の縮約形   
助動詞の「ナイ」または形容詞に「テハ」が付いた「～クテハ」は，話しこ  
とばでは次のように「～クチャ」の形で使われることがある。   
50）こんなに小さi旦三着られない。   




ある。   
52）いつもクリーンにね家の中はしておかなくちゃいけないと。（『昆虫』）   
助動詞の「ナイ」または形容詞に「テハ」の付いた「～クテハ」は，日本語  
教育では初級の後半に提出されるが，それはほとんど次の例のように「～クテ  
ハイケマセン」という形で出されている。   
53）かえりがおそくてほいけません。（”Intensive Coursein  Japanese El－  






7．2「動詞＋テノ、」の縮約形   
「動詞十テハ」は，話しことばでほ「～チャ」または「～ジャ」の形で使わ  
れることがある。例えば，「言ッテハ」は「言ッチャ」に，「書イテハ」は「書  
イチヤ」に，「飛ソデハ」ほ「飛ソジャ」に．なる。   
資料の用例は，「～テハ」が26例であるのに対して縮約形の「～チャ」は13  
例で，全用例に対する縮約形の使用率は33％であった。54）55）は資料中の用  
例である。   
弘）なんかこう家作っ旦三悪いとかって。（『仲間1』）   
55）お前頚がおかしいとかゆっ皇旦いけませんよ。（『教育2』）   
日本語教育では「動詞＋テハ」は初級の後半で，上述の「～クテ／、」と同時   
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に提出されることが多いが，「～クテハ」同様次の例のように「～テハイケマ  
セソ」という形で出されている。  
56）にくを食べてはいけません  。（’’Intensive CourseinJapanese Elem・  























ャ」もすべて，   
57）豊ヱ＿旦そうでしょうれ（『徹子1』）   
58）そりゃありがたいですねえ。（『教育1』）   
話しことばにおける縮約形と日本語教育への応用  







く，資料には6朗例の「（ヅ）テ」が現れた。   
この中で縮約形として注目したいのは「イウ」のない形で，資料には「～  
（ッ）テ。」「～（ッ）テ＋名詞」「～（ッ）テ十～」のような形で現れている。   
話しことばでは「～（ッ）テ。」で話が終わることがある。資料にはこの用  
例が93例あり，例えば次のように使われている。   







から，日本語学習者にも会話の授業などで導入すると，広く応用できるだろう。   
「－（ッ）テ＋名詞」ほ「～トイウ＋名詞」の縮約形と考えてよかろう。こ  
の形は87例あり，多いのは「～（ッ）テノ」（37例）と「～（ッ）テコト」（23  
例）である。例えば次のように使われている。   
61）あの蚕が桑を食べる音三三旦は（はい）ほんとにすごいもんですね。  






注意する必要があろう。   
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「～（ッ）テ＋～」というのは，次のような使い方である。   
63）東京ユニこういう所なんだよって話をしてもらうとか。（『教育2』）   











形が使われているということになる。   
話しことばに特徴的に現れる形式はこのほかにもいろいろある。その中でも  
今回の資料で割合用例が多かったのは次のようなものである。  
①「名詞十ノ＋名詞」の「ノ」が「ソ」になる。（別例）   
66）日本人の絵かきの役が突然ぼく＆とこに回ってきたんで。（『徹子1』）  
②「名詞十ニ」の「ニ」が「ソ」になる。（9例）   
67）心の支え＆なってるとゆうことですよね。（『仲間2』）  
③「～テモ／デモ」が「～クッテ ／ダッチ」になる。（42例）   
68）勉強なんかできなく毘三三世の中で生きてくのうまい人もいるしね。  








約形を体系的に取り入れていくことが必要であろう。   
話しことばにおける締約形と日本語教育への応用  








〔1〕黒柳徹子（タレント 50代），下条正巳（俳優 60代）  
〔2〕黒柳徹子，汀夏子（女優 30代）  
〔3〕岩本久則（漫画家 47歳），服部克久（作曲家 馴歳），あおい輝彦（俳優 39歳）  
〔4〕秋山庄太郎（写真家 70代），井上和男（映画監督 60代），石渡幸二（出版社社  
長 50代），井手俊郎（脚本家 60代），藤田進（俳優 70代），金子正且（並木  
座支配人 50代），司菓子（女優 50代），杉葉子（女優 50代），原節子ファン  
2名（女性 60代，男性 60代），早稲田大学映画文化研究会学生4名（20代）  
〔5〕平井信義（大妻女子大学教授 50代），相談者（主婦 20代）1名，相談者（主  
婦 30代）3名，相談者（主婦 40代）1名，男性アナウソサー（40代）  
〔6〕塚原雄太（評論家 50代），相談者（主婦 20代）1名，相談者（主婦 30代）  
1名，相談者（主婦 40代）3名，男性アナウンサー（30代）  
〔7〕遠藤豊吉（評論家 50代），相談者（主婦 30代）2名，相談者（主婦 40代）  
1名，女性アナウソサー（40代）  
〔8〕昆虫学者（男性 40代），男性アナウソサー（30代）  
〔9〕海上保安庁燈台部職員（男性 30代），男性アナウソサー（40代）  
〔10〕日本野鳥の会会員（女性 30代），バードソソ参加者（女性14歳），女性アナウ  
ンサー（40代）  
〔11〕進化生物学研究所職員（男性 40代），男性アナウソサー（亜代）  
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